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希 望 あ ふ れ   人 と 地 域 が   輝 く ま ち
ゆ め

第２期和水町地域雇用創造協議会発足
熊本地震の復旧復興補助制度の紹介
和水町職員採用試験を行います

主な内容

表紙は、和水町陸上競技協会が行った「ベース・コントロール・ト
レーニング」の一コマです。
　中学生が箱根駅伝で優勝経験のある日本体育大学のトレーニング
コーチの指導を受けました。
　詳しくは４ページをご覧ください。



第2期和水町実践型地域雇用創造事業を開始しました！
 平成29年７月３日、和水町地域雇用創造協議会の２期目の和水町実践型地域雇用創造事業を開始し
ました。
　和水町地域雇用創造協議会は、和水町の雇用創出を目的として設立され、各種セミナーの開催、町
特産物を活かした商品の開発に取り組んでいます。第１期（平成26年７月～平成29年３月）では、ナ
ゴミなすタイカレーやなごみスケートボードなど、多くの商品を開発し、124名の就職者と創業者を
創出しました。
　２期目では各種セミナーのほか、町の基幹産業である農業と観光を重点分野に設定し、平成32年３
月までに103名の雇用創出を目標に活動していきます。
　協議会の太田事業推進員リーダーは、「和水町は『金栗四三氏の大河ドラマ主人公決定』『菊池川
流域米作りの日本遺産認定』など、注目を浴びているので、このチャンスを逃すことなく、事業に邁
進していきたい。」と、熱く意気込みを語りました。
　現在、協議会では商品開発に取り組んでいただく事業者を募集しております。町の新たな商品や体
験型観光の開発をお手伝いしたい人は、お気軽にお問い合わせください。

（左前）太田順一郎　　事業推進員リーダー
（左中）藤田　弥生　　実践支援員
（左後）竹下　周三　　実践支援員
（右後）江上　法人　　実践支援員リーダー
（右中）椎名　岳雄　　実践支援員
（右前）任　　優子　　事業推進員

問い合わせ先　和水町地域雇用創造協議会　☎0968・86・5727

協議会スタッフ

ナゴミなすタイカレー

なごみスケートボード
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平成28年熊本地震の復旧復興費用を補助します
　和水町では、平成28年熊本地震からの早期の復旧復興を支援するため、各種
補助事業を行っています。これは、熊本地震復興基金を活用するもので、熊本
県の交付基準に基づき、被災者の生活支援や被災施設などの復旧費用の全部ま
たは一部を補助します。
　今回、住民の皆さんに関係する補助事業の概要をご案内しますので、当ては
まると思われる人はお早めに役場の各担当窓口までお問い合わせください。

※これらの補助事業は、平成28年熊本地震によって被災した場合が対象となります。
（すでに工事などに着手または完了している場合も原則対象となります。）

事業名 事業内容 対　　　象 補助率、上限額 担当窓口
問い合わせ先

応急仮設住
宅移転等費
用支援事業

・自己都合によらず、県などが供与し
た応急仮設住宅を撤去する場合に、当
該応急仮設住宅の入居者が他の応急仮
設住宅に転居するための費用を支援し
ます
・みなし仮設住宅の供与期間が延長さ
れた場合で、自己都合によらず、貸主
が継続入居に不同意の場合に、入居者
が転居するための費用を支援します

入居者が引越業者に支払った経費

※引越業者は貨物自動車運送事業
法に基づく許可を受けて貨物自動
車運送業務を行う運送業者とする

10/10
10万円/世帯

本庁　総務課
☎0968・86・5720

認可外保育
施設利用者
支援事業

保育認定を受けた認可外保育施設利用
者の保育料を支援します

居住する家屋が半壊以上の世帯
支援期間：平成30年３月まで

1/2または
10/10
上限額なし

本庁　健康福祉課
☎0968・86・5724

放課後児童
クラブ利用
者支援事業

民営の放課後児童クラブ利用者の利用
料を支援します

居住する家屋が半壊以上の世帯
支援期間：平成30年３月まで

1/2または
10/10
上限額なし

復興支援ボ
ランティア
連携推進事
業

被災者支援を行う災害ボランティア団
体の活動経費を助成します

次の①～③に要する経費
①子ども支援、親支援
②日常生活支援
③被災地域の自立的復興に向けた
人材育成支援
支援期間：平成30年３月まで

10/10
100万円/団体

被災宅地復
旧支援事業

生活再建を図る被災者などに対し、被
災宅地の復旧に要する経費の一部を支
援します

平成28年熊本地震発生時に住宅
の用に供されていた宅地
※分譲宅地などの宅地開発用の宅
地は除く

2/3(対象事業
費から50万円
を控除した額
に乗じる。)
6,333千円/
宅地

本庁　建設課
☎0968・86・5726

住宅耐震化
支援事業

戸建て木造住宅の耐震改修設計、耐震
改修工事に要する費用などを支援しま
す

次の①～③を満たすこと
①町内に存在する戸建て木造住宅
で、現に住宅所有者などの居住の
用に供されているもの
②在来軸組構法、枠組壁工法また
は伝統的構法によって建築され、
階数が3階以下のもの
③耐震診断の結果、倒壊の危険性
があると判断されたもの

耐震改修設計
2/3以内
20万円

耐震改修工事
2/1以内
60万円

農家の自力
復旧支援事
業

被災した農地を農家自ら復旧するため
の経費を支援します

農家が自ら行う復旧作業などに要
する経費
※国庫補助の対象とならないもの

１/２以内
20万円/1カ所

私道復旧事
業

公道と集落などを結ぶ生活道路である
私道の復旧に係る経費を支援します

一般交通の用に供している幅員が
概ね1.8ｍ以上の道路
※集落などによって維持管理して
いること

1/2以内
1,000万円/件

共同墓地復
旧支援事業

共有の墓地・納骨堂において、通路部
分や擁壁などの共有部分の復旧に要す
る経費を支援します

共有の墓地・納骨堂
※個人の墓石再建に要する費用は
対象外

1/2以内
1,000万円/件

本庁　税務住民課
☎0968・86・5723

補助事業の概要
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　６月19日（月）、菊水西小学校の全校児童31人が田植え体
験をしました。
　昨年までは、５年生が学校の花壇で田植え体験をしていま
したが、今年は地域の人たちのご協力で全校児童で田植え体
験ができました。
　当日は地域の人たちに教えていただきながら、一生懸命苗
を植えていました。上達した上級生が下級生に優しく教える
姿がとても印象的でした。
　田んぼに立てた「西っ子田んぼ」と書かれた看板は、５、６
年生が作りました。
　秋の収穫を楽しみに、米作りを勉強していきます。

　菊水中学校では毎月、「命の日」を設け、相手を思いやる心
を持ち、楽しく学校生活を送るために学習しています。
　７月12日（水）に行われた命の日学習は、菊水中学校出身
で、益城町の再春館製薬所バドミントン部に所属する廣田彩
花選手の講話がありました。
　廣田選手は、高校卒業後に就職した会社のバドミントン部
が廃部になり大変な時に、再春館製薬所が受け入れてくれた
ことを引き合いに出し、先生や友達、周りの人に感謝して生き
ることの大切さを生徒に話しました。
　また、講話の後には、生徒とバドミントンをして交流し、
生徒はトップレベルの技に歓声を上げていました。

　６月18日（日）、スカイドーム2000で「陸上競技トレー
ニング講習会」が開催されました。
　これは、和水町陸上競技協会が主催し、町内外から中学
生とその指導者・保護者など約70人が参加。講師として、
2013年に日本体育大学のトレーニングコーチとして箱根
駅伝優勝に大きく貢献した原

はら

健
けん

介
すけ

さんをお招きし、その優
勝のカギとなった「ベース・コントロール・トレーニング
（BCT）」というトレーニング方法を学びました。
　当日、中学生たちは走る時の姿勢を意識しながら練習しま
した。筋肉の構造や体の使い方など難しい内容も、ユーモア
を交えた指導により楽しく引き込まれるように話を聞き、体
を動かし、箱根駅伝優勝に繋がったトレーニングを肌で感じ
ました。
　参加者は、「練習の意識が変わった。箱根駅伝を目指す選
手になれるようにがんばりたい」と話しました。

　７月５日（水）、菊水中学校２、３年生の職場体験学習が行
われ、町内事業所に生徒が出向き、仕事を体験しました。
　役場本庁には２名が訪れ、広報なごみの取材を体験。７月
に第２期がスタートした和水町地域雇用創造協議会を取材し
ました。
　菊水ひまわり園では、一人ずつ教室を担当し保育の補助
や、園児と一緒に折り紙などの活動を行いました。
　生徒達は体験を終えて、「仕事は大変だったが勉強になり
ました。自分の夢を叶えるため、これからも一生懸命勉強を
頑張りたい。」と話しました。

　６月17日（土）、馬場区公民館で消費者トラブル回避の出
前講座が行われました。
　馬場区では、「学びのばば」と題し、年に３回程度学習会を
開催しています。この一環として開催された出前講座には、
18名の馬場区民が集いました。
　講師から、和水町でも実際に起こっている消費者トラブル
の話、クーリング・オフ制度やトラブルから身を守る方法を聞
き、参加者は熱心に学習していました。
　総務課では、消費者トラブルに関する相談を随時受け付け
ています。相談の受付や出前講座の依頼など、お気軽にお電
話ください。

　地方自治の育成発展に貢献し、功績顕著な者に授与される
特別叙勲において、平成29年３月16日に亡くなられた古

ふる

川
かわ

豊
とよ

治
じ

さん（江栗）が旭日単光章を受章されました。これに伴
い、６月26日（月）役場において、ご遺族の方へ勲章の授与
が行われました。
　古川さんは、昭和54年に旧菊水町議会議員に当選されて以
来、永きにわたり旧菊水町議会議員を務められるとともに、
多くの委員会や審議会に所属され、当町の発展に大きく貢
献されました。また、豊かな経験と卓越した手腕を如何なく
発揮され、地域の産業、教育、文化及びスポーツの振興と住
民福祉の向上に尽力されました。これら数々の功績が認めら
れ、この度の受章となりました。
　ご遺族の方はこの受章について、「本人も喜んでいること
でしょう。」と話されました。

田植えをする菊水西小の子どもたち廣田選手とそのプレーに見入る生徒

BCTトレーニングを学ぶ中学生たち
右は講師の原さん

園児といっしょに楽しい時間を過ごしました

メモを取りながら講話に耳を傾ける区民本人に代わって勲章を受領された奥様の
古川慶子さん（前列右）と二女の麻子さん（前列左）

出前講座「うまい話にゃウラがある！～消費者トラブル～」を開催特別叙勲で旭
きょく

日
じ つ

単
た ん

光
こ う

章
しょう

を受章

菊水西小学校全校児童で田植え体験先輩に学ぶ　～菊水中学校命の日講話～

箱根駅伝優勝校のトレーニングを学ぶ

将来の夢に向かって　～菊水中学校職場体験学習～

まちの話題
TOWN TOPICS
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　　　　　　　（安　しん子ちゃん）

　なごワン、インターネットが普及して、自宅に居ながら買い物もできるようになって、すごく便利になっ
たね。

　　　　　　　（なごワン）

　そうだワン。便利になった反面、トラブルも多くなってきているんだワン。インターネットで注文した商
品が届かなかったり、届いた商品が注文した商品と違ったり、苦情を業者に連絡するけども連絡が取れない
などの相談が多く寄せられているんだワン。

　　　　　　　（安　しん子ちゃん）

　そうなんだね！？なごワン。通信販売でトラブルに遭わないために気を付けるポイントを教えて！

　　　　　　　（なごワン）

★商品を注文する前のポイントを教えるワン★
①所在地や連絡先、他の利用者の評価など事業者の情報を自分でしっかりと確認する。
②一般に流通している価格よりも大幅に安く販売されている場合など、購入する商品がニセモノでないか十
　分に注意する。
③配送方法や配送期間などが、どの程度かかるか確認する。
④支払方法が銀行振込のみしか用意されていない場合で、個人名口座の場合は十分に注意する。
⑤購入後のトラブルを避けるために、必ずキャンセル・返品条件、利用規約は事前に確認する。
トラブルは、自分自身が注意することで未然に防止できるんだワン

採用職種および採用予定人数
①一般事務（高卒程度）　　　　　　　　　　　４人程度
②「身体障がい者枠」　一般事務（高卒程度）　１人程度
③社会福祉士（資格免許職）　　　　　　　　　１人程度
　※社会福祉士としての職務経験が通算して３年以上
④保健師（資格免許職）　　　　　　　　　　　１人程度
申し込み受付
①場所：本庁　総務課
②期間：７月24日（月）～８月10日（木）
③受付時間：午前８時30分～午後５時（土・日・祝日を除く）
採用試験の日程・場所
◎第１次試験（筆記）　９月17日（日）九州看護福祉大学（玉名市）
◎第２次試験（面接）　10月下旬予定　和水町役場本庁
　詳しくは、「平成29年度和水町職員採用試験要領」をご覧ください。
　試験要領、申込書は、役場本庁総務課または総合支所住民課でお受け取りになるか、町ホームペー
ジからダウンロードできます。（http://www.town.nagomi.lg.jp/）

問い合わせ先　本庁　総務課　行政係　☎0968・86・5720

毎週月曜日（※祝日は除きます）午前９時～午後４時
和水町役場本庁２階　※相談希望の場合は、事前に電話連絡をお願いします。
連絡先：和水町役場　総務課　TEL 0968・86・5720

消費生活相談
消費生活相談窓口が毎週月曜日に変更となりました！
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消費生活Ｑ＆Ａ　通信販売

平成29年度　和水町職員採用試験を行います

僕の名前は「なごワン」。
消費生活Ｑ＆Ａを紹介するワン。
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問い合わせ先　和水町選挙管理委員会（本庁　総務課内）　☎0968・86・5720
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 利用登録をされた人からの電話予約を受け、自宅付近から目的地まで他の利用者との「乗り合い」
で利用する新しい公共交通です。車両は町内の民間タクシーの車両を活用し運行します（一般タク
シーとの違いが分かるようにドアの部分に「あいのりくん」と表示をします）。

おでかけ交通とは？

運 行 開 始 日 10月２日（月）を予定

対 象 者
原則として、一人で車両に乗り降りができる人
　※介助が必要な人は介助者の利用登録及び同伴が必要
　※小学生未満は本人及び保護者の利用登録及び同伴が必要

運 行 日
月曜日から金曜日までの週５日間　　
※土・日曜、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）は運休

運 行 時 間 午前９時～正午　　午後1時～午後５時　

予 約 受 付

午前９時～午後４時（予約センターにて予約を受付）
※土・日曜、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）は休み
※予約電話番号については、今後各世帯へ配布予定の利用案内パンフレットや
広報誌の９月号等でお知らせします。

運 行 車 両
セダン型タクシー車両
　【菊水地区】　　有限会社高瀬合同タクシー　２台
　【三加和地区】　有限会社三加和タクシー　　２台

各 乗 降 場 所

菊水地区の乗降場所
４カ所（役場本庁・菊水ロマン館・和水町立病院・スーパー菊屋りんご店）
三加和地区の乗降場所
２カ所（役場三加和総合支所・スーパー菊屋みかん店）
共通乗降場所（乗継拠点：菊水⇔三加和）
２カ所（三加和温泉ふるさと交流センター・和水町福祉センター）

利 用 方 法

菊水地区にお住まいの人 運　賃（片道）

①
自宅付近　⇔　菊水地区指定乗降場所（和水町役場本庁・
菊水ロマン館・和水町立病院・スーパー菊屋りんご店）

300円

②
自宅付近　⇔　共通乗降場所（三加和温泉ふるさと交流セ
ンター・和水町福祉センター）

300円

③
菊水地区指定乗降場所（和水町役場本庁・菊水ロマン館・和
水町立病院・スーパー菊屋りんご店）⇔　共通乗降場所（三
加和温泉ふるさと交流センター・和水町福祉センター）

300円

④
共通乗降場所（三加和温泉ふるさと交流センター・和水町
福祉センター）⇔　三加和地区の指定乗降場所（和水町役
場三加和総合支所・スーパー菊屋みかん店）

300円
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10月から「おでかけ交通『あいのりくん』」の運行を始めます！
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・各世帯へ利用案内パンフレットの配布を予定しています
・利用登録は9月から受け付けます（詳細は追ってお知らせします）

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・5721

　和水町ふるさと納税「和水町ふるさと応援寄附金」は、和水町にゆかりのある人や応援した
いという人から寄附を受け付けており、いただいた寄附はまちづくりに活用しています。
 今回、さらに多くの人に和水町を知っていただくため、ロアッソ熊本との共同企画で、お礼の
品でロアッソ熊本グッズの提供を開始しました。
　スタジアムで欠かせない応援グッズや、レプリカユニホームを用意しています。
ふるさと納税で和水町とロアッソ熊本を応援してください！

和水町ふるさと応援寄附金お礼の品で
ロアッソ熊本グッズを提供します

利 用 方 法

⑤

自宅付近　⇔　共通乗降場所（三加和温泉ふるさと交流セ
ンター・和水町福祉センター）⇔　三加和地区の指定乗
降場所（和水町役場三加和総合支所・スーパー菊屋みかん
店）
※菊水地区の自宅付近から三加和地区の指定乗降場所まで   
　利用する場合は、共通乗降場所で三加和地区運行車両
　（三加和タクシー）への「乗継」が必要です。
※乗継には多少お時間がかかります

600円（②の
300円＋④の

300円が必要）

三加和地区にお住まいの人 運　賃（片道）

①
自宅付近　⇔　三加和地区の指定乗降場所（和水町役場三
加和総合支所・スーパー菊屋みかん店）

300円

②
自宅付近　⇔　共通乗降場所（三加和温泉ふるさと交流セ
ンター・和水町福祉センター）

300円

③
三加和地区の指定乗降場所（和水町役場三加和総合支所・
スーパー菊屋みかん店）⇔　共通乗降場所（三加和温泉ふ
るさと交流センター・和水町福祉センター）

300円

④
共通乗降場所（三加和温泉ふるさと交流センター・和水町
福祉センター）　⇔　菊水地区指定乗降場所（和水町役場
本庁・菊水ロマン館・和水町立病院・スーパー菊屋りんご店

300円

⑤

自宅付近　⇔　共通乗降場所（三加和温泉ふるさと交流セ
ンター・和水町福祉センター）⇔　菊水地区の指定乗降場
所（和水町役場本庁・菊水ロマン館・和水町立病院・スー
パー菊屋りんご店）
※三加和地区の自宅付近から菊水地区の指定乗降場所まで
　利用する場合は、共通乗降場所で菊水地区運行車両（高
　瀬合同タクシー）への「乗継」が必要です。
※乗継に多少お時間がかかります

600円（②の
300円＋④の

300円が必要）

利 用 登 録 利用者は事前の利用登録が必要です（役場などに備え付けの登録用紙に記入・
提出していただきます）

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721
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と　　き
と こ ろ
表彰内容

と　　き
と こ ろ
内　　容

　こんにちは。協力隊の田仲です。

　私は、平成27年５月から和水町の地域おこし協力隊

となり、空き家バンクの促進や移住・定住の相談などの

活動の傍ら、実習を通じ、農業の勉強をしています。

　早いもので８月。草刈りの大変な時期に入りました。

　熊本は６月５日に梅雨入り宣言され、雨が多くなると

思いきや、しばらく降らず、６月の下旬ごろ、ようやく

雨が降り続くようになりました。水不足はちょうど田植

えの時期に重なったのではないでしょうか。

　天候は作物の成長にとって重要です。６月の中旬まで

畑に植えっぱなしにしていたニンニクとジャガイモは、

空梅雨が幸いにも作物に良い影響を与えたようで、今年

はかなり大きいものが採れました。右下の写真は無農薬

で育てたジャガイモの収穫体験イベントを実施したとき

のものです。

　これからも不定期に農業体験イベントを行う予定なの

で、地域おこし協力隊のフェイスブックページをご確認

ください。

　先月号から連載している協力隊活動記。第２弾は、田仲　聡さん(上十町)を紹介します。
た   なか さとし

協力隊活動記 ～VOL.2～

　　和水町では、全ての高齢者が住み慣れた地域の中で、自分らしく光り輝きながら希望をもって、自立・参
　加・協力による明るく豊かな長寿社会を目指す活動を進めています。
　　今年も９月に次の行事を開催します。

金婚等表彰式
 ９月５日（火）　午前10時～
 三加和公民館
 金婚、ダイヤモンド婚、プラチナ婚、百歳、米寿

ふれあい高齢者の集い
 ９月22日（金）　午前９時～
 三加和公民館
 （未定）決まり次第お知らせします。

敬老行事を開催します
ゆ   め

ジャガイモ収穫体験のイベント参加者

田
仲
で
す
。
東
京
か
ら
和

水
町
へ
や
っ
て
き
て
２
年
３

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、

和
水
町
は
と
て
も
過
ご
し

や
す
く
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
！

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　　　☎0968・86・5724
　　　　　　　総合支所　住民課　健康福祉係　☎0968・34・3111（内線765）

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　地域振興係　　☎0968・86・5721
　　　　　　　地域おこし協力隊フェイスブック　https://www.facebook.com/nagomitiikiokosikyouryokutai/
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　「児童扶養手当の現況届」は、ひとり親家庭などで児童を扶養している人を対象とし、８月以降の
手当について受給資格があることを確認するための大切なものです。
 期間中に確認できないと、手当の支給差止めやひとり親医療費助成が受けられなくなる場合があり
ますので、必ずお越しください。
●届出期間・時間
　８月１日（火）～８月31日（木）
　平日の午前８時30分～午後５時15分（特別受付日を除く）

●特別受付日・時間・場所

●必要なもの
　・印鑑
　・保護者と子どもの健康保険証
　・児童扶養手当証書
　・所得課税証明書（平成29年１月１日時点で和水町に住所がなかった人）など

児童扶養手当とは？
 児童扶養手当は、父親または母親のいない児童や、一定の障害のある親を持つ児童を監護してい
る母親または父親に代わって児童を養育している人に対して支給されます。
 ただし、手当を請求する人や配偶者、同居している父母兄弟姉妹の所得に応じた支給制限があり
ます。

●児童扶養手当額（月額）

児童扶養手当現況届の受付を行います

対象地区 受付日 受付時間 受付場所

菊水地区 ８月８日（火） 午前8時30分～午後7時 本庁　１階会議室

三加和地区 ８月９日（水） 午前8時30分～午後7時 総合支所　第１会議室

全部支給 一部支給

手当額（月額） 42,290円 42,280円～９,980円

第２子加算額 9,990円 9,980円～5,000円

第３子以降加算額 5,990円 5,980円～3,000円

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　子ども家庭係　☎0968・86・5724
　　　　　　　総合支所　住民課　健康福祉係　　☎0968・34・3111（内線765）
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口座振替は、便利・確実・安心な支払方法です。

・便利です…納期ごとに金融機関などへお出かけいただく手間がなくなります。
・確実です…うっかり納め忘れることがなくなります。
・安心です…納税のために現金を持ち歩く必要がなくなります。

町税を納付書から納めている人は、便利な口座振替の手続きをしましょう。

≪口座振替申込みは、税の種類ごとに手続きが必要です。≫

 取扱い金融機関の町内各支店・支所、もしくは本庁税務住民課、総合支所住民課に備え付けの『口座振替
依頼書』に必要事項をご記入のうえ、お申し込みください。

※毎月10日までに手続きをされますと、翌月から振替ができます。11日以降の手続きになりますと
振替は翌々月からになります。

（例） ≪平成29年度≫
 ８月 1日～10日の手続き　➡　10月 2日（月）納期限分より振替
 ８月11日～31日の手続き　➡　10月31日（火）納期限分より振替

※口座名義人と納税義務者が異なる場合でも振替できます。
（例）夫名義の口座から、納税義務者が妻である固定資産税を振り替える
※固定資産税で、共有名義がある場合、もれなく記入してください。
（例）和水太郎　他〇名（和水太郎　他〇名　の共有の場合）
　　　熊本一郎・花子　（共有者２名での所有の場合）

町税の納付は、便利な口座振替をご利用ください

○○銀行 和 水　太 郎

申込手続きの方法　

口座振替取扱い
金融機関

・肥後銀行　・熊本銀行　・玉名農業協同組合　
・郵便局（ゆうちょ銀行）

手続きに必要なもの ・通帳（口座番号を確認できるもの）
・通帳の届出印

　犬・猫を飼う場合、飼い主はその最期まで飼養するのが義務です。やむを得ない事情で飼えなくなった場合
は、まず、新たな飼い主を探してください。
１　飼い犬、飼い猫の引き取り
　犬・猫を飼えなくなった場合は、親戚・知人、動物愛護団体への相談や、新聞・情報誌での譲渡呼びかけな
ど、譲渡の努力をしてください。それでも譲渡先が見つからない場合はやむを得ない事情と認め、引き取りを
行うことがあります。詳しくは、有明保健所にご相談ください。
　また次の場合は、やむを得ない事情と認められないため、保健所では原則引き取りを行いません。
　①動物取扱業者から引き取りを依頼された場合　②繰り返し引き取りを依頼された場合
　③繁殖制限指導に応じない場合　　　　　　　　④犬・猫の高齢化や病気を理由とする場合
　⑤犬・猫の飼養が困難と認められない場合　　　⑥新たな飼い主を探す取り組みをしていない場合

２　飼い主がわからない犬（野犬を含む）
　狂犬病予防法に基づき、保健所が捕獲・収容します。

３　飼い主がわからない猫（野良猫を含む）
　保健所では、捕獲・引き取りを行いません。
　①自活できる猫の引き取りはできません。元の場所に返してください。
　②迷惑猫は追い払い、侵入防止の対策を行ってください。猫は心地がいい環境を好みます。（エサがある・
　　寝床がある・雨風をしのげる・外敵がいないなど）
　③飼い主不明の親猫が敷地内に産んだ子猫を見つけた場合、子猫は親元に返してください。人目があると猫
　　は移動します。この習性を利用して移動させましょう。
　④エサを与えた場合、飼い猫とみなします。責任を持って最期まで飼養しましょう。

犬・猫などのペットは責任を持って飼養しましょう

問い合わせ先　本庁　税務住民課　生活環境係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111
　　　　　　　有明保健所　　　　　　　　　　☎0968・72・2184

問い合わせ先　本庁　税務住民課　収税係　　　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線754）
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　農業委員会では、年に一度、農地法に基づき農地の利用状
況調査を行うことになっており、農業委員が、緑の帽子を被
り身分証を携帯して、10月頃まで町内の農地を巡回・調査し
ます。
　また、農地やあぜの草刈りが十分なされていないなどの苦
情が多数、農業委員会に寄せられています。
　雑草が生い茂った状態を放置すると、耕作を再開すること
が困難になるだけでなく、病害虫発生の原因や有害鳥獣のす
みかになり、周囲の農地や人家への被害が生じるおそれがあ
ります。
　農地をお持ちの人や耕作をされている人は、定期的に草刈
りや耕うんを行うなど、適切な管理にご協力お願いします。

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施します

問い合わせ先　総合支所　農林振興課　林務係　☎0968・34・3111（内線725）
　　　　　　　熊本県農林水産政策課　　　　　☎096・333・2422

　熊本県では平成17年度から「熊本県水とみどりの森づくり税」（年間個人500円、法人千円～４万
円）を活用し、水を蓄え、災害を防止するなどの森林の公益的機能の向上を図り、森林を元気な姿に
するための取り組みを展開しています。今後も、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

熊本県水とみどりの森づくり税
～第３期（平成27～31年度）の取り組みを紹介します～

◆針広混交林化や、着実な植林対策
　手入れの行き届いていない人工林
の強度間伐を実施、水源地域などの
上流域を対象にした植林の実施

◆森林所有者に対する森林整備の働
きかけ

　森林の境界を明確化、森林情報の
提供

◆耕作放棄地の森林化推進
　非農地化した耕作放棄地への植林
など

◆森林を守り育てる地域リーダーの
育成

　地域を牽引する指導林家や青年林
業士、林業研究グループなどの「人
づくり」を支援

◆住民団体や子ども達を対象とした
森づくり活動

　住民団体が主体で植林や間伐活動
を実施

◆森林と楽しむ活動
　保育園などへ机・椅子の導入助
成、学校林での森林体験学習の実施
など

◆森林や木材を活用した農山村の地
域づくり

　県産木材製品を活用した地域づく
りへの支援

◆森林や里山の維持に支障を及ぼす
シカへの対策

　シカネットの設置や捕獲による適
正密度への誘導

◆漁業者などが実施する流木除去な
どの川上から川下に至るまでの地
域づくり

　漁業者などが実施する流木除去　
など

水源かん養機能などを発揮す
るための森林づくり1 森林の重要性を伝え、森林を守

り育てるための担い手の育成2 森林や木材を活かした地域・
景観づくり3
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自分に合ったシルバーカーの選び方

　「歩いていると疲れて座って休みたい…。」「杖だけだと、歩くときに足元が不安…。」などの理由か
らシルバーカーを検討する人は多いと思います。しかし、体に合っていないシルバーカーを選んでしまう
と、転倒などの危険があります。また、シルバーカーの種類も多く何を基準に選べばいいのか悩む人も多
いと思います。そこで、今回はシルバーカーを選ぶ際のポイントを紹介したいと思います。

○シルバーカーの特徴

　杖よりも安定性が高く歩行を助けるだけでなく、外出時に買い物カゴやイスの代わりとしても利用でき
ます。
※座面へ座る際には、転倒を防止するため必ず車輪にロックが掛かっていることを確認してください。

○シルバーカーを選ぶ際のポイント
①ハンドルの高さが調節できるかどうか
　ハンドルの高さの目安…身長÷2＋5～15cm

　ハンドルの高さを高くしすぎてしまうと肩こりや疲労の原因となります。
　逆に低すぎると腰に負担がかかり腰痛や円背を引き起こします。また、目線も下がり、視野が狭くなる
ため危険です。
②ブレーキ操作がしやすいかどうか
　片輪ずつかけるもの、一度に両輪かけるものがあります。
　左右の握力に差がある場合には、一度に両輪ブレーキをかけられるものの方が転倒のリスクは少ないで
す。

○購入方法
　シルバーカーは介護用具店のほか、ホームセンターなどでも購入できますが、ホームセンターで購入す
る場合は介護保険の適用対象外となるため、購入費用は全額自己負担となりますので注意してください。
　ただし、種類によっては介護保険の制度を使って貸し出しができるシルバーカーもありますので、お気
軽に和水町立病院リハビリテーション科までお尋ねください。

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

ハンドルの高さの選び方目安

町立病院からのお知らせ

シルバーカーの
ハンドルの高さ 利用者適応身長

　60㎝ 90㎝　～　110㎝
　65㎝ 100㎝　～　120㎝
　70㎝ 110㎝　～　130㎝
　75㎝ 120㎝　～　140㎝
　80㎝ 130㎝　～　150㎝
　85㎝ 140㎝　～　160㎝
　90㎝ 150㎝　～　170㎝
　95㎝ 160㎝　～　180㎝
100㎝ 170㎝　～　190㎝
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江栗城跡　全体縄張り図

月
22
日
に
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

３
年
10
カ
月
を
要
し
ま
し
た
が
、

熊
本
大
地
震
で
、
一
時
期
、
立
ち

入
り
禁
止
に
な
り
、
思
い
出
深
い
現
場
に
な

り
ま
し
た
。
今
月
は
、
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

〔
城じ

ょ
う
の
お尾
地
区
〕（
最
高
所
は
標
高
53・1
8
8ｍ
）

　

城
尾
は
字
名
で
、
城
跡
の
中
心
区
域
で
す
。

北
縁
で
最
大
幅
１
３
０
ｍ
、
縦
断
の
長
さ
は
、

実
に
２
６
０
ｍ
、
南
西
縁
で
最
小
幅
20
ｍ
に

括
れ
ま
す
。
字
名
の
通
り
、
尻
尾
の
形
を
し

て
い
ま
す
。

　

中
央
部
に
、
井
戸
と
伝
わ
る
長
円
形
の
大

穴
が
あ
り
ま
す
。
深
さ
２
・８
ｍ
、
上
場
は
、

長
径
10・４
ｍ
、
短
径
６・８
ｍ
、
貯
水
池
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

堀ほ
り

切き
り

は
、
北
東
側
に
位
置
し
ま
す
。
凹
地

状
態
の
「
尾
根
筋
の
括く

び

れ
部
」
を
、
両
側
か

ら
削
り
出
し
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
も
の

で
す
。
大
方
、
埋
め
戻
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

痕
跡
を
確
認
出
来
ま
す
。
城
尾
地
区
に
お
け

る
最
大
の
防
禦
施
設
で
す
。

　

城
尾
は
、
有
事
の
際
、
領
民
の
逃
げ
込
み

の
場
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
米
倉
や
武
器

庫
も
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
Ⅰ
郭
〕（
最
高
所
は
標
高
58・7
5
6ｍ
）

　

南
北
の
長
さ
２
３
０
ｍ
、
東
西
幅
１
２
０

ｍ
、
主
軸
尾
根
か
ら
西
側
へ
張
り
出
し
た
小

山
で
す
。
最
高
所
（
南
北
37
ｍ
・東
西
5・4
〜

21
ｍ
）
は
、
堀
切
か
ら
２
０
０
ｍ
の
所
に
あ

り
、
「
詰つ

め
の
城
」
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

〔
Ⅱ
郭
〕
（
最
高
所
は
標
高
57・6
2
0
ｍ
）

南
北
幅
60
ｍ
、
東
西
幅
50
ｍ
、
城
尾
地
区
と

詰
め
の
城
を
結
ぶ
「
繋つ

な

ぎ
の
場
所
」
と
思
わ

れ
ま
す
。

〔
城
内
道
〕

　

城
尾
地
区
の
南
縁
を
東
西
に
抜
け
る
道
は
、

か
つ
て
、
三
加
和
方
面
に
向
か
う
主
要
な
通

路
で
し
た
。
菊
池
川
沿
い
の
県
道
は
、
新
道

で
す
。
城
内
道
の
存
在
は
、
特
筆
す
べ
き
事

柄
で
す
。

〔
城
跡
地
を
挟
む
東
西
の
迫
地
〕

　

今
日
、
東
側
は
、
全
域
、
第
２
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
で
、
西
側
は
、
迫さ

こ

地ち

が
残
存
し

て
お
り
、
西
側
肩
部
を
県
道
が
通
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
迫
地
は
、
当
時
、
南
端
が
菊
池
川

へ
下
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
個
所

を
、
大お

お

木き

戸ど

と
呼
び
ま
す
。
東
西
の
迫
地
は
、

城
跡
の
外が

い

郭か
く

線
に
あ
た
り
、
重
要
な
防
衛
ラ

イ
ン
で
す
。

〔
江
栗
集
落
〕

　

城
時
代
は
、
江
栗
城
の
麓
集
落
（
城
下

町
）
で
し
た
。
菊
池
川
の
右
岸
沿
い
に
家
が

並
ん
で
い
ま
す
。
北
側
は
、
丘
陵
地
の
法の

り

面め
ん

が
壁
を
な
し
、
地
形
的
に
囲
い
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
東
西
の
長
さ
１
㎞
、
南
北
幅
１
０
０

ｍ
。
城
跡
に
接
す
る
東
域
に
、
小こ

木き
ん

戸ど

の
字

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

〔
結
び
〕

　

調
査
に
際
し
、
第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
皆

様
に
は
、
大
層
、
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
述
べ
ま
す
。

６

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

大 

田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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平
成
23
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
１
次
計
画

に
引
き
続
き
、
『
第
２
次
和
水
町
男
女
共
同
参

画
計
画
』
を
平
成
29
年
５
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
な
ど

が
一
体
と
な
り
、
男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
お
互

い
が
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
と
も
に
支
え
あ

い
、
責
任
を
分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

次
の
施
設
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
　
本
庁
総
務
課
、
総
合
支
所
住
民
課
、

中
央
公
民
館
、
三
加
和
公
民
館
の
４
カ
所

問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係
　

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

昨
年
は
地
震
や
気
象
災
害
な
ど
に
よ
り
ミ
ツ

バ
チ
が
不
足
し
た
た
め
、
地
域
内
で
調
整
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
産
イ
チ
ゴ
に

お
い
て
も
、
今
後
の
天
候
に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ

の
増
殖
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
、
全
栽
培
農
家
に
十
分
供
給
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
、
毎
年
供
給
し

て
も
ら
っ
て
い
る
養
蜂
家
と
十
分
打
ち
合
わ
せ

た
う
え
、
平
成
29
年
産
の
交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
を

早
め
に
確
保
し
、
イ
チ
ゴ
の
安
定
生
産
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
農
業
振
興
係
　

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
２
１
）

　
玉
名
地
域
振
興
局
　
農
業
普
及
・
振
興
課
　

　
野
菜
産
地
づ
く
り
支
援
班
　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
２
１
９
３

 

新
卒
者
等
就
職
支
援
と
県
内
企
業
の
若
年
労

働
力
確
保
を
目
的
に
、
「job navi 2

0
1

7
　

学
生
等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会
」
を
熊
本
労
働

局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
熊
本
県
、
熊
本
市
、
熊

本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会
な
ど
の
共
同
主
催
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
23
日
（
水
）
正
午
〜
午
後
４
時
　

受
付
午
前
11
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
上
益
城
郡
益

城
町
福
富
１
０
１
０
）

参
加
企
業
　
熊
本
県
内
に
就
業
場
所
を
有
す
る

企
業
１
０
０
社
程
度
（
予
定
）

　
※
８
月
上
旬
に
熊
本
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
予
定

参
加
対
象
者
　
大
学
（
院
）
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定

の
就
職
未
内
定
者
、
お
よ
び
卒
業
後
3
年
以

内
の
人

　
※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
面
接
を
希
望

さ
れ
る
人
は
履
歴
書
を
複
数
枚
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

☎
０
９
６
・
２
１
１
・
１
７
０
７

熊
本
県
で
は
、
今
年
８
月
〜
来
年
２
月
ま
で
、

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
戸
建
住
宅
以
外

の
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
の
建

築
物
を
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が

届
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
は
県
が
委
託
し

た
会
社
（
株
式
会
社
パ
ス
コ
）
が
行
い
ま
す
が
、

工
事
な
ど
の
業
者
斡
旋
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
課
　
安
全
推
進
班
　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
３
５

熊
本
県
で
は
、
「
塾
に
通
う
こ
と
が
難
し

い
」
「
勉
強
の
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
」
な
ど

の
悩
み
を
抱
え
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
に
、
最
寄
り
の
地
域
で
学
習
指
導
を
行

う
「
地
域
の
学
習
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

退
職
さ
れ
た
元
教
員
や
大
学
生
な
ど
が
先
生

と
な
り
、
学
校
の
教
科
書
や
宿
題
に
沿
っ
て
学

習
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
主
に
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
小
・
中

学
生

開
所
日
　
週
１
回
以
上

費
用
　
１
回
あ
た
り
１
０
０
円
を
上
限
（
無
料

の
場
合
も
あ
り
）

ま
た
、
学
習
支
援
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
先
生
と
、
学

習
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人
・
団
体
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
熊
本
県
委

託
）
　
　
　  

☎
０
９
６
・
３
２
４
・
２
１
３
６

と
き
　
９
月
17
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
九
州
看
護
福
祉
大
学

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
人
員

○
一
般
事
務
　
３
人
程
度

（
一
般
事
務
は
事
務
局
部
局
に
勤
務
し
、
行

政
事
務
に
従
事
す
る
。
）

○
消
防
　
１
人
程
度

○
救
急
救
命
士
　
２
人
程
度

（
消
防
・
救
急
救
命
士
は
消
防
署
に
勤
務
し
、

火
災
・
救
急
等
の
消
防
業
務
に
従
事
す

る
。
）

受
験
資
格
年
齢
お
よ
び
条
件

（
基
準
日
：
平
成
30
年
４
月
１
日
）

〇
一
般
事
務

　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
18
歳
〜
26
歳
）

○
消
防

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
18
歳
〜
26
歳
）

○
救
急
救
命
士

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

受
験
申
込
日
現
在
、
救
急
救
命
士
の
免
許
を

有
す
る
人
（
救
急
救
命
士
免
許
取
得
見
込
み

の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
）

受
験
申
込
受
付
期
間

７
月
24
日
（
月
）
〜
８
月
10
日
（
木
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
事
務

　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
　
総
務
課

☎
０
９
６
８
・
５
７
・
５
１
１
１

消
防 

・
救
急
救
命
士

　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部 

総
務
課

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
５
２
７
２

☆
受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
家
庭
内
・
近
隣
間
等
の
も
め
ご
と
、
相
続
・

金
銭
問
題
等
で
の
悩
み
ご
と
、
い
じ
め
・
差
別

な
ど
の
人
権
問
題
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
心
配

事
や
悩
み
事
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
・
三
加
和
公
民
館

そ
の
他
　
特
設
人
権
相
談
所
以
外
で
も
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
お
よ
び
熊
本
地
方
法
務
局

玉
名
支
局
に
お
い
て
、
毎
日
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
玉
名
支
局

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
２
３
４
７

　
南
関
町
に
あ
る
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま

も
と
」
で
は
、
敷
地
内
に
ビ
オ
ト
ー
プ
空
間
を

整
備
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
今
で
は
あ
ま
り
見

か
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
「
メ
ダ
カ
」

や
た
く
さ
ん
の
「
ス
ジ
エ
ビ
」
が
住
ん
で
い
ま

す
。
今
回
、
メ
ダ
カ
の
観
察
会
や
エ
ビ
取
り
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
８
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

　
　
　
（
南
関
町
下
坂
下
４
７
７
１
‐
３
）

対
象
　
親
子
、
子
ど
も

持
っ
て
く
る
も
の
　
帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

容
器
類
（
エ
ビ
を
持
ち
帰
る
場
合
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
８
５
０
０

　
有
明
高
専
で
は
、
今
年
も
夏
休
み
に
「
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」
で
は
本
校
の
模
擬

授
業
、
実
験
、
も
の
づ
く
り
製
作
教
室
な
ど
を

体
験
で
き
ま
す
。

　
中
学
生
に
は
、
「
進
路
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
本
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
を
紹

介
し
、
高
専
に
つ
い
て
疑
問
点
な
ど
何
で
も
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
「
化
学
へ
の
招
待
―
不
思
議
な
物
質

の
世
界
を
体
験
し
よ
う
―
」
も
同
時
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ
有
明
高
専
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
　
８
月
26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
キ
ャ
ン
パ

ス
（
大
牟
田
市
東
萩
尾
町
１
５
０
）

問
い
合
わ
せ
先

　
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
☎
０
９
４
４
・
５
３
・
８
６
２
７

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に
必
要
な
栽
培
技

術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
農

業
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
仲
間
と
と
も
に
農
業
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

①
コ
ー
ス
　
本
格
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す

人
（
就
農
時
45
歳
未
満
）

②
③
コ
ー
ス
　
農
産
物
販
売
や
農
業
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
を
目
指
す
人
（
原
則
63
歳
以

下
）

受
講
料
　
無
料
で
す
が
、
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す

出
願
期
間

１
時
募
集
　
９
月
15
日
（
金
）
〜
10
月
27
日

（
金
）
（
①
②
の
コ
ー
ス
）

２
時
募
集
　
１
月
９
日
（
火
）
〜
１
月
31
日

（
水
）
（
１
時
募
集
の
残
枠
と
③
の
コ
ー
ス
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
　

☎
０
９
６
・
２
４
８
・
６
６
０
０

『
特
設
人
権
相
談
所
』が
開
設
さ
れ
ま
す

『
男
女
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
』
を
目
指
し
て

第
２
次
和
水
町
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策

定
し
ま
し
た

イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
へ

平
成
29
年
産
イ
チ
ゴ
栽
培
に
お
け
る
交
配

用
ミ
ツ
バ
チ
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
30
年
度
農
業
大
学
校
新
規

就
農
支
援
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

メ
ダ
カ
の
観
察
や
エ
ビ
取
り
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
「
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す

job navi 2
0

1
7

　
学
生
等
企
業
説
明

会
＆
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
応
援
し
ま
す

③ ② ①

特
別
セ
ミ
ナ
ー

聴
講
コ
ー
ス

コ
ー
ス

４
月
〜
11
月

（
月
１
回
）

４
月
〜
12
月

（
週
３
日
）

４
月
〜
翌
年
３
月

（
週
５
日
）

期

　間

20
人
程
度

40
人

10
人

定

　員

IN
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平
成
23
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
１
次
計
画

に
引
き
続
き
、
『
第
２
次
和
水
町
男
女
共
同
参

画
計
画
』
を
平
成
29
年
５
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
な
ど

が
一
体
と
な
り
、
男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
お
互

い
が
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
と
も
に
支
え
あ

い
、
責
任
を
分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

次
の
施
設
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
　
本
庁
総
務
課
、
総
合
支
所
住
民
課
、

中
央
公
民
館
、
三
加
和
公
民
館
の
４
カ
所

問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係
　

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

昨
年
は
地
震
や
気
象
災
害
な
ど
に
よ
り
ミ
ツ

バ
チ
が
不
足
し
た
た
め
、
地
域
内
で
調
整
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
産
イ
チ
ゴ
に

お
い
て
も
、
今
後
の
天
候
に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ

の
増
殖
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
、
全
栽
培
農
家
に
十
分
供
給
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
、
毎
年
供
給
し

て
も
ら
っ
て
い
る
養
蜂
家
と
十
分
打
ち
合
わ
せ

た
う
え
、
平
成
29
年
産
の
交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
を

早
め
に
確
保
し
、
イ
チ
ゴ
の
安
定
生
産
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
農
業
振
興
係
　

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
２
１
）

　
玉
名
地
域
振
興
局
　
農
業
普
及
・
振
興
課
　

　
野
菜
産
地
づ
く
り
支
援
班
　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
２
１
９
３

 

新
卒
者
等
就
職
支
援
と
県
内
企
業
の
若
年
労

働
力
確
保
を
目
的
に
、
「job navi 2

0
1

7

　

学
生
等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会
」
を
熊
本
労
働

局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
熊
本
県
、
熊
本
市
、
熊

本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会
な
ど
の
共
同
主
催
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
23
日
（
水
）
正
午
〜
午
後
４
時
　

受
付
午
前
11
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
上
益
城
郡
益

城
町
福
富
１
０
１
０
）

参
加
企
業
　
熊
本
県
内
に
就
業
場
所
を
有
す
る

企
業
１
０
０
社
程
度
（
予
定
）

　
※
８
月
上
旬
に
熊
本
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
予
定

参
加
対
象
者
　
大
学
（
院
）
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定

の
就
職
未
内
定
者
、
お
よ
び
卒
業
後
3
年
以

内
の
人

　
※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
面
接
を
希
望

さ
れ
る
人
は
履
歴
書
を
複
数
枚
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

☎
０
９
６
・
２
１
１
・
１
７
０
７

熊
本
県
で
は
、
今
年
８
月
〜
来
年
２
月
ま
で
、

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
戸
建
住
宅
以
外

の
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
の
建

築
物
を
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が

届
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
は
県
が
委
託
し

た
会
社
（
株
式
会
社
パ
ス
コ
）
が
行
い
ま
す
が
、

工
事
な
ど
の
業
者
斡
旋
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
課
　
安
全
推
進
班
　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
３
５

熊
本
県
で
は
、
「
塾
に
通
う
こ
と
が
難
し

い
」
「
勉
強
の
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
」
な
ど

の
悩
み
を
抱
え
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
に
、
最
寄
り
の
地
域
で
学
習
指
導
を
行

う
「
地
域
の
学
習
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

退
職
さ
れ
た
元
教
員
や
大
学
生
な
ど
が
先
生

と
な
り
、
学
校
の
教
科
書
や
宿
題
に
沿
っ
て
学

習
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
主
に
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
小
・
中

学
生

開
所
日
　
週
１
回
以
上

費
用
　
１
回
あ
た
り
１
０
０
円
を
上
限
（
無
料

の
場
合
も
あ
り
）

ま
た
、
学
習
支
援
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
先
生
と
、
学

習
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人
・
団
体
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
熊
本
県
委

託
）
　
　
　  

☎
０
９
６
・
３
２
４
・
２
１
３
６

と
き
　
９
月
17
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
九
州
看
護
福
祉
大
学

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
人
員

○
一
般
事
務
　
３
人
程
度

（
一
般
事
務
は
事
務
局
部
局
に
勤
務
し
、
行

政
事
務
に
従
事
す
る
。
）

○
消
防
　
１
人
程
度

○
救
急
救
命
士
　
２
人
程
度

（
消
防
・
救
急
救
命
士
は
消
防
署
に
勤
務
し
、

火
災
・
救
急
等
の
消
防
業
務
に
従
事
す

る
。
）

受
験
資
格
年
齢
お
よ
び
条
件

（
基
準
日
：
平
成
30
年
４
月
１
日
）

〇
一
般
事
務

　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
18
歳
〜
26
歳
）

○
消
防

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
18
歳
〜
26
歳
）

○
救
急
救
命
士

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

受
験
申
込
日
現
在
、
救
急
救
命
士
の
免
許
を

有
す
る
人
（
救
急
救
命
士
免
許
取
得
見
込
み

の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
）

受
験
申
込
受
付
期
間

７
月
24
日
（
月
）
〜
８
月
10
日
（
木
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
事
務

　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
　
総
務
課

☎
０
９
６
８
・
５
７
・
５
１
１
１

消
防 

・
救
急
救
命
士

　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部 

総
務
課

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
５
２
７
２

☆
受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
家
庭
内
・
近
隣
間
等
の
も
め
ご
と
、
相
続
・

金
銭
問
題
等
で
の
悩
み
ご
と
、
い
じ
め
・
差
別

な
ど
の
人
権
問
題
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
心
配

事
や
悩
み
事
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
・
三
加
和
公
民
館

そ
の
他
　
特
設
人
権
相
談
所
以
外
で
も
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
お
よ
び
熊
本
地
方
法
務
局

玉
名
支
局
に
お
い
て
、
毎
日
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
玉
名
支
局

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
２
３
４
７

　
南
関
町
に
あ
る
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま

も
と
」
で
は
、
敷
地
内
に
ビ
オ
ト
ー
プ
空
間
を

整
備
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
今
で
は
あ
ま
り
見

か
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
「
メ
ダ
カ
」

や
た
く
さ
ん
の
「
ス
ジ
エ
ビ
」
が
住
ん
で
い
ま

す
。
今
回
、
メ
ダ
カ
の
観
察
会
や
エ
ビ
取
り
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
８
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

　
　
　
（
南
関
町
下
坂
下
４
７
７
１
‐
３
）

対
象
　
親
子
、
子
ど
も

持
っ
て
く
る
も
の
　
帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

容
器
類
（
エ
ビ
を
持
ち
帰
る
場
合
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
８
５
０
０

　
有
明
高
専
で
は
、
今
年
も
夏
休
み
に
「
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」
で
は
本
校
の
模
擬

授
業
、
実
験
、
も
の
づ
く
り
製
作
教
室
な
ど
を

体
験
で
き
ま
す
。

　
中
学
生
に
は
、
「
進
路
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
本
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
を
紹

介
し
、
高
専
に
つ
い
て
疑
問
点
な
ど
何
で
も
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
「
化
学
へ
の
招
待
―
不
思
議
な
物
質

の
世
界
を
体
験
し
よ
う
―
」
も
同
時
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ
有
明
高
専
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
　
８
月
26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
キ
ャ
ン
パ

ス
（
大
牟
田
市
東
萩
尾
町
１
５
０
）

問
い
合
わ
せ
先

　
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
☎
０
９
４
４
・
５
３
・
８
６
２
７

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に
必
要
な
栽
培
技

術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
農

業
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
仲
間
と
と
も
に
農
業
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

①
コ
ー
ス
　
本
格
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す

人
（
就
農
時
45
歳
未
満
）

②
③
コ
ー
ス
　
農
産
物
販
売
や
農
業
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
を
目
指
す
人
（
原
則
63
歳
以

下
）

受
講
料
　
無
料
で
す
が
、
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す

出
願
期
間

１
時
募
集
　
９
月
15
日
（
金
）
〜
10
月
27
日

（
金
）
（
①
②
の
コ
ー
ス
）

２
時
募
集
　
１
月
９
日
（
火
）
〜
１
月
31
日

（
水
）
（
１
時
募
集
の
残
枠
と
③
の
コ
ー
ス
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
　

☎
０
９
６
・
２
４
８
・
６
６
０
０

『
特
設
人
権
相
談
所
』が
開
設
さ
れ
ま
す

『
男
女
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
』
を
目
指
し
て

第
２
次
和
水
町
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策

定
し
ま
し
た

イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
へ

平
成
29
年
産
イ
チ
ゴ
栽
培
に
お
け
る
交
配

用
ミ
ツ
バ
チ
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
30
年
度
農
業
大
学
校
新
規

就
農
支
援
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

メ
ダ
カ
の
観
察
や
エ
ビ
取
り
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
「
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す

job navi 2
0

1
7

　
学
生
等
企
業
説
明

会
＆
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
応
援
し
ま
す

③ ② ①

特
別
セ
ミ
ナ
ー

聴
講
コ
ー
ス

コ
ー
ス

４
月
〜
11
月

（
月
１
回
）

４
月
〜
12
月

（
週
３
日
）

４
月
〜
翌
年
３
月

（
週
５
日
）

期

　間

20
人
程
度

40
人

10
人

定

　員
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（平成29年８月）

困った時の相談窓口
相　談
窓口名 相談日・相談時間 場　所 対応者 内　　容

消費生活
相談

毎週月曜日
９：00～16：00（要予約）
☎0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも受け付け
ておりますので、お電話ください。

役場本庁２階
総務課

消費生活
相談員

消費に関するトラブル、悪徳商法
などによる苦情などに関すること
※実施主体：総務課総務係

心配ごと
相談

8月4日（金）
10：00～ 12：00（要予約）
☎0968・34・2366

春富集会
センター

行政
相談委員、
民生委員

※実施主体：社会福祉協議会

行政相談 8月15日（火）
10：00～ 12：00

役場本庁１階
町民相談室

行政
相談委員

国などの業務に対する要望など
※実施主体：総務課総務係

法律相談 8月25日（金）
10：00～ 12：00（要予約）

老人福祉
センター

司法書士
（簡易裁判
代理権有）

※実施主体：社会福祉協議会

こころの
相談

8月30日（水）
13：00～ 17：00
※予約制（匿名可）
☎0968・86・5724

和水町中央
公民館
１０１号室

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）
※実施主体：健康福祉課障がい福祉係

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会

を
修
了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行

し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

と
き
　
８
月
20
日
（
日
）
　
午
前
９
時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
ま
で
（
事
前
に
電
話
で
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な

い
場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

ご
み
の
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
楽
し
く
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
「
第
11
回
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ

イ
ブ
環
境
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
個
人

で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
９
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

募
集
期
間
　
８
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
９

月
１
日
（
金
）
午
後
５
時
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

募
集
区
画
　
１
０
０
区
画
（
先
着
順
）
（
１
区

画
　
幅
2・5
m
×
奥
行
4・5
m
）

出
店
料
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
　

☎
０
９
６
８
・
７
８
・
４
４
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
・
７
８
・
４
４
３
４

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
一
緒
に
身
体

を
動
か
し
て
み
た
い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
（
小
雨
決
行
）

と
き
　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
６
時
〜
７
時

と
こ
ろ
　
ス
ー
パ
ー
菊
屋
り
ん
ご
店
駐
車
場

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　

や
ま
が
太
極
拳
菊
水
教
室
代
表
　
横
田

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
４
５
２
1

や
ま
が
太
極
拳
菊
水
教
室
　
泉

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
３
３
３
２

矯
正
展
は
、
法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
刑
務
所
、

少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
な
ど
の
矯
正
施
設
の
業

務
内
容
等
と
、
受
刑
者
等
の
社
会
復
帰
、
改
善

更
生
に
向
け
た
取
組
等
を
、
一
般
の
方
々
に
広

く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
刑
務
所
で
製
作
し
た

刑
務
所
作
業
製
品
等
の
展
示
・
販
売
を
通
じ
て
、

矯
正
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

開
催
日
時

平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

平
成
29
年
10
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
ま
で

会
場
　
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」

　
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
福
富
1
0
1
0

主
な
内
容
（
予
定
）

（
１
）
全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
及
び
少
年
院

職
業
補
導
製
品
（
野
菜
を
含
む
）
の
展
示
・

販
売

※
売
上
額
の
一
部
を
も
っ
て
犯
罪
被
害
者
支

援
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
等
の
展
示
（
刑
務
作

業
の
実
施
状
況
や
再
犯
防
止
の
た
め
の
取
組

等
を
写
真
パ
ネ
ル
等
で
紹
介
）

（
３
）
熊
本
地
震
時
の
行
政
等
の
対
応
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
（
熊
本
刑
務
所
、
熊
本

県
警
、
熊
本
市
消
防
局
、
自
衛
隊
等
）

（
４
）
刑
務
作
業
の
製
作
体
験

　
ア
　
陶
芸
体
験
（
ろ
く
ろ
回
し
）

　
イ
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
製
作
体
験
（
ス
テ
ン

　
　
ド
グ
ラ
ス
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
も

　
　
の
）

主
催
　
福
岡
矯
正
管
区
、
熊
本
刑
務
所
、
公
益

財
団
法
人
矯
正
協
会
　
刑
務
作
業
協
力
事
業

部
参
加
施
設
　
福
岡
矯
正
管
区
内
の
刑
事
施
設

（
北
九
州
医
療
刑
務
所
、
福
岡
刑
務
所
、
麓

計量器の定期検査を行います
　取引の証明に使用する計量器は法律により２年に１度定期検査を受けるよう義務付けられています。
　和水町では次の日程で検査が行われますので、当てはまる計量器をお持ちの人は受検されますようお
願いします。

２．持ってくるもの
　　計量器（質量計など）
　　手数料（1台あたり500円～2,200円程度）

３．検査対象計量器
①商店などで商品の売買に使用しているはかり
②病院・薬局などで使用する調剤用のはかり
③学校・病院・保育園などで使用する体重測定用のはかり
④農協・漁協など流通物資の集荷・出荷などに使用しているはかり
⑤農業、漁業などの生産者が生産物などの売買に使用しているはかり　
⑥宅配等運送業の、貨物の運賃算出用に使用しているはかり

１．日程

　問い合わせ先　一般社団法人　熊本県計量協会　　　　　　　☎096・367・7816
　熊本県産業技術センター　計量検定グループ　☎096・369・2151

　　　　　　　　本庁　商工観光課　商工係　　　　　　　　　☎0968・86・5725

検査日 時　　間 場　　所
８月７日（月） 午前10時～正午

午後 1時～３時
三加和総合支所　車庫内

８月８日（火） 本庁　庁舎裏車庫内

刑
務
所
、
佐
世
保
刑
務
所
、
長
崎
刑
務
所
、

大
分
刑
務
所
、
宮
崎
刑
務
所
、
鹿
児
島
刑
務

所
、
沖
縄
刑
務
所
、
佐
賀
少
年
刑
務
所
）
の

ほ
か
、
同
管
区
内
の
少
年
施
設
（
人
吉
農
芸

学
院
、
熊
本
少
年
鑑
別
所
等
）

　
　
管
外
の
刑
事
施
設
（
岐
阜
刑
務
所
、
広
島

刑
務
所
、
山
口
刑
務
所
、
岩
国
刑
務
所
、
徳

島
刑
務
所
、
高
松
刑
務
所
、
松
山
刑
務
所
、

高
知
刑
務
所
）

◎
特
別
支
援
教
育
支
援
員

内
容
　
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
寄
り

添
い
活
動
の
支
援
を
行
う
。

募
集
期
間
　
８
月
１
日
（
火
）〜

８
月
15
日
（
火
）

勤
務
開
始
　
９
月
１
日
（
金
）
か
ら

勤
務
場
所
　
町
立
小
学
校

勤
務
時
間
　
６
時
間

給
与
　
５
，２
８
０
円
（
日
当
）

各
種
保
険
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇

用
保
険
、
労
災
保
険
へ
加
入

申
込
方
法
　
履
歴
書
（
直
筆
、
最
近
３
ケ
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添
付
）
を
８
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

採
用
人
数
　
若
干
名

※
採
用
は
面
接
の
う
え
、
合
否
を
決
定
し
ま

す
。
面
接
日
時
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
３
１
３
１

や
ま
が
太
極
拳
菊
水
教
室
で
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

募
集
し
ま
す

「
第
11
回
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
環

境
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

第
35
回
九
州
矯
正
展
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（平成29年８月）

困った時の相談窓口
相　談
窓口名 相談日・相談時間 場　所 対応者 内　　容

消費生活
相談

毎週月曜日
９：00～16：00（要予約）
☎0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも受け付け
ておりますので、お電話ください。

役場本庁２階
総務課

消費生活
相談員

消費に関するトラブル、悪徳商法
などによる苦情などに関すること
※実施主体：総務課総務係

心配ごと
相談

8月4日（金）
10：00～ 12：00（要予約）
☎0968・34・2366

春富集会
センター

行政
相談委員、
民生委員

※実施主体：社会福祉協議会

行政相談 8月15日（火）
10：00～ 12：00

役場本庁１階
町民相談室

行政
相談委員

国などの業務に対する要望など
※実施主体：総務課総務係

法律相談 8月25日（金）
10：00～ 12：00（要予約）

老人福祉
センター

司法書士
（簡易裁判
代理権有）

※実施主体：社会福祉協議会

こころの
相談

8月30日（水）
13：00～ 17：00
※予約制（匿名可）
☎0968・86・5724

和水町中央
公民館
１０１号室

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）
※実施主体：健康福祉課障がい福祉係

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会

を
修
了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行

し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

と
き
　
８
月
20
日
（
日
）
　
午
前
９
時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
ま
で
（
事
前
に
電
話
で
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な

い
場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

ご
み
の
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
楽
し
く
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
「
第
11
回
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ

イ
ブ
環
境
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
個
人

で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
９
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

募
集
期
間
　
８
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
９

月
１
日
（
金
）
午
後
５
時
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

募
集
区
画
　
１
０
０
区
画
（
先
着
順
）
（
１
区

画
　
幅
2・5
m
×
奥
行
4・5
m
）

出
店
料
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
　

☎
０
９
６
８
・
７
８
・
４
４
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
・
７
８
・
４
４
３
４

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
一
緒
に
身
体

を
動
か
し
て
み
た
い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
（
小
雨
決
行
）

と
き
　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
６
時
〜
７
時

と
こ
ろ
　
ス
ー
パ
ー
菊
屋
り
ん
ご
店
駐
車
場

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　

や
ま
が
太
極
拳
菊
水
教
室
代
表
　
横
田

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
４
５
２
1

や
ま
が
太
極
拳
菊
水
教
室
　
泉

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
３
３
３
２

矯
正
展
は
、
法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
刑
務
所
、

少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
な
ど
の
矯
正
施
設
の
業

務
内
容
等
と
、
受
刑
者
等
の
社
会
復
帰
、
改
善

更
生
に
向
け
た
取
組
等
を
、
一
般
の
方
々
に
広

く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
刑
務
所
で
製
作
し
た

刑
務
所
作
業
製
品
等
の
展
示
・
販
売
を
通
じ
て
、

矯
正
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

開
催
日
時

平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

平
成
29
年
10
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
ま
で

会
場
　
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」

　
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
福
富
1
0
1
0

主
な
内
容
（
予
定
）

（
１
）
全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
及
び
少
年
院

職
業
補
導
製
品
（
野
菜
を
含
む
）
の
展
示
・

販
売

※
売
上
額
の
一
部
を
も
っ
て
犯
罪
被
害
者
支

援
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
等
の
展
示
（
刑
務
作

業
の
実
施
状
況
や
再
犯
防
止
の
た
め
の
取
組

等
を
写
真
パ
ネ
ル
等
で
紹
介
）

（
３
）
熊
本
地
震
時
の
行
政
等
の
対
応
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
（
熊
本
刑
務
所
、
熊
本

県
警
、
熊
本
市
消
防
局
、
自
衛
隊
等
）

（
４
）
刑
務
作
業
の
製
作
体
験

　
ア
　
陶
芸
体
験
（
ろ
く
ろ
回
し
）

　
イ
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
製
作
体
験
（
ス
テ
ン

　
　
ド
グ
ラ
ス
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
も

　
　
の
）

主
催
　
福
岡
矯
正
管
区
、
熊
本
刑
務
所
、
公
益

財
団
法
人
矯
正
協
会
　
刑
務
作
業
協
力
事
業

部
参
加
施
設
　
福
岡
矯
正
管
区
内
の
刑
事
施
設

（
北
九
州
医
療
刑
務
所
、
福
岡
刑
務
所
、
麓

計量器の定期検査を行います
　取引の証明に使用する計量器は法律により２年に１度定期検査を受けるよう義務付けられています。
　和水町では次の日程で検査が行われますので、当てはまる計量器をお持ちの人は受検されますようお
願いします。

２．持ってくるもの
　　計量器（質量計など）
　　手数料（1台あたり500円～2,200円程度）

３．検査対象計量器
①商店などで商品の売買に使用しているはかり
②病院・薬局などで使用する調剤用のはかり
③学校・病院・保育園などで使用する体重測定用のはかり
④農協・漁協など流通物資の集荷・出荷などに使用しているはかり
⑤農業、漁業などの生産者が生産物などの売買に使用しているはかり　
⑥宅配等運送業の、貨物の運賃算出用に使用しているはかり

１．日程

　問い合わせ先　一般社団法人　熊本県計量協会　　　　　　　☎096・367・7816
　熊本県産業技術センター　計量検定グループ　☎096・369・2151

　　　　　　　　本庁　商工観光課　商工係　　　　　　　　　☎0968・86・5725

検査日 時　　間 場　　所
８月７日（月） 午前10時～正午

午後 1時～３時
三加和総合支所　車庫内

８月８日（火） 本庁　庁舎裏車庫内

刑
務
所
、
佐
世
保
刑
務
所
、
長
崎
刑
務
所
、

大
分
刑
務
所
、
宮
崎
刑
務
所
、
鹿
児
島
刑
務

所
、
沖
縄
刑
務
所
、
佐
賀
少
年
刑
務
所
）
の

ほ
か
、
同
管
区
内
の
少
年
施
設
（
人
吉
農
芸

学
院
、
熊
本
少
年
鑑
別
所
等
）

　
　
管
外
の
刑
事
施
設
（
岐
阜
刑
務
所
、
広
島

刑
務
所
、
山
口
刑
務
所
、
岩
国
刑
務
所
、
徳

島
刑
務
所
、
高
松
刑
務
所
、
松
山
刑
務
所
、

高
知
刑
務
所
）

◎
特
別
支
援
教
育
支
援
員

内
容
　
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
寄
り

添
い
活
動
の
支
援
を
行
う
。

募
集
期
間
　
８
月
１
日
（
火
）〜

８
月
15
日
（
火
）

勤
務
開
始
　
９
月
１
日
（
金
）
か
ら

勤
務
場
所
　
町
立
小
学
校

勤
務
時
間
　
６
時
間

給
与
　
５
，２
８
０
円
（
日
当
）

各
種
保
険
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇

用
保
険
、
労
災
保
険
へ
加
入

申
込
方
法
　
履
歴
書
（
直
筆
、
最
近
３
ケ
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添
付
）
を
８
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

採
用
人
数
　
若
干
名

※
採
用
は
面
接
の
う
え
、
合
否
を
決
定
し
ま

す
。
面
接
日
時
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
３
１
３
１

や
ま
が
太
極
拳
菊
水
教
室
で
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

募
集
し
ま
す

「
第
11
回
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
環

境
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

第
35
回
九
州
矯
正
展
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商 品 名
販 売 額
販売総数
販売日時

文
芸
コ
ー
ナ
ー

８月１日（火）から和水町商工会
10％プレミアム付商品券「なごみん」を販売します

10％プレミアム商品券「なごみん」
10,000円（1,000円×11枚綴）
500セット
８月１日（火）午前９時から販売開始　
平日午前９時～午後５時　完売時点で終了

使用期限

販売場所 ①和水町商工会菊水本所　②和水町商工会
三加和支所
窓口で１人当たり３セット、30,000円ま
で購入可能
ただし、予約購入および代理購入は不可
８月１日（火）～12月31日（日）

　　　　問い合わせ先　和水町商工会菊水本所　　☎0968・86・2127
　　　　和水町商工会三加和支所　☎0968・34・2051

人
権
の
窓
15

今
年
の
六
月
四
日
、
「
不
登
校
に
学
ぶ
フ
レ
ン
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
」
主
催
の
講
演
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
者
の
挨
拶
の
中
で
、
「
フ
レ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
、
お
よ
そ
八
十

名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
『
あ
り
が
と
う
不
登

校
』
と
い
う
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
不
登
校
に
は

必
ず
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
あ
り
ま
す
。
不
登
校
が
悪
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
方
に
是
非
届
け
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
不
登
校
経
験
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

個
人
に
合
っ
た
学
習
・
就
労
支
援
に
取
り
組
む
立
花
高

校
（
福
岡
市
）
の
齋
藤
眞
人
校
長
で
し
た
。

初
め
に
、
立
花
高
校
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
三
五

年
前
は
全
校
生
徒
が
三
人
の
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
不
登
校
自
立
支
援
の
学
校
」
を
打
ち
出
し
た
ら
、
七

年
前
に
二
〇
〇
人
を
超
え
、
今
年
は
約
五
〇
〇
人
の
生

徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
立
花
高
校
は
不
登
校
を
解

決
す
る
学
校
で
は
な
く
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
不
登
校
で
い
ら
れ
る
学
校
な
の
で
す
。

次
に
、
一
三
年
間
に
出
会
っ
た
生
徒
た
ち
か
ら
学
ん

で
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
一
年
生
に
、
小
学
校
一
年
か
ら
す
べ
て
不
登

校
の
生
徒
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
立
花
高
校
は
自
分

の
名
前
が
書
け
れ
ば
合
格
で
す
。
「
え
っ
」
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
生
徒
が
一
歩
外
に
出

て
、
高
校
で
学
ぼ
う
と
入
試
の
日
に
ど
れ
だ
け
頑
張
っ

て
登
校
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
見
知
ら
ぬ
友
だ
ち
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
自
分
の
名
前
を
書

い
た
の
か
。
控
室
で
待
っ
て
い
る
そ
の
子
の
お
母
さ
ん

に
、
「
名
前
を
書
き
ま
し
た
よ
」
と
告
げ
る
と
、
お
母

さ
ん
が
思
わ
ず
ハ
ン
カ
チ
で
目
を
覆
わ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
小
さ
な
頑
張
り
に
ど
れ
だ
け
私
た
ち
が

気
づ
い
て
い
る
か
な
の
で
す
。

　

「
先
生
、
私
に
寄
り
添
う
よ
り
お
母
さ
ん
を
励
ま
し

て
」
と
い
う
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ
の
子
の
お
母
さ
ん

は
、
重
度
の
う
つ
病
に
な
ら
れ
、
心
療
内
科
で
一
時
間

泣
き
続
け
ら
れ
、
「
や
っ
と
自
分
も
頑
張
っ
て
い
た
こ

と
と
、
娘
も
き
っ
と
頑
張
っ
て
い
た
ん
だ
と
気
づ
け
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
待
っ
て

る
よ

　も
う
す
ぐ
芽
が
出
る

　気
が
す
る
よ
」
と
い

う
素
敵
な
詩
を
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
方
に
、

子
ど
も
た
ち
に
「
学
校
に
行
か
ん
で
も
あ
ん
た
は
大
事

な
我
が
子
だ
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
ほ
し

い
の
で
す
。

立
花
高
校
で
は
「
で
き
な
い
こ
と
」
を
基
準
に
し
て

考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
週
に
一
回
し
か
学
校
に
来
な
い

子
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
が
、
週
に
一
回
が
ん
ば
っ
て

や
っ
と
く
る
子
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
事
実
は
一
つ

で
、
あ
と
は
大
人
の
解
釈
で
す
。
週
五
日
行
く
こ
と
が

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
と
、
週
に
「
一
日
し
か
」
と

な
り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
を
基
準
に
す
る
と
、
「
一
日
頑

張
っ
て
来
れ
た
ね
」
に
な
る
ん
で
す
。

講
演
会
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
の
で
き
な
い
こ
と
を

嘆
く
よ
り
、
で
き
て
い
る
こ
と
を
先
ず
認
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
私

た
ち
の
発
想
で
あ
り
、
私
た
ち
の
感
じ
方
、
価
値
観
の

中
に
、
「
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
」
に
目
を
向
け
る
心
の
ゆ
と
り
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
先
ず
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
」

短
歌

む
ら
さ
き
の
濃
き
も
淡
き
も
大
輪
の

　
群
れ
咲
く
川
辺
の
肥
後
花
菖
蒲
　
　
　
　
　
　
野
中
　
慶
子

納
屋
貸
し
て
い
つ
も
見
に
行
く
ツ
バ
メ
の
巣

　
成
長
見
守
る
巣
立
ち
の
日
ま
で
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

雨
待
ち
て
萎
び
し
野
菜
に
降
り
出
し
来

　
み
ど
り
生
き
生
き
大
き
な
背
の
び
　
　
　
　
　
荒
木
　
智
子

菲
花
の
可
憐
な
し
ろ
し
ろ
濡
つ
雨

　
梅
雨
の
は
し
り
と
ラ
ジ
オ
の
報
ず
　
　
　
　
　
坂
口
志
げ
子

話
す
こ
と
ひ
と
言
も
な
く
一
日
過
ぎ

　
布
団
に
も
ぐ
り
童
謡
う
た
う
　
　
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

も
ち
の
実
も
南
天
の
実
も
一
つ
な
く

　
首
を
か
し
ぐ
る
裸
木
の
山
鳥
　
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

か
な
し
き
原
俳
句
会

日
焼
せ
し
孫
の
談
話
の
頼
も
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

夏
至
の
日
の
夕
日
眩
し
や
普
賢
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

苦
瓜
の
支
柱
を
立
て
ゝ
蔓
配
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

足
裏
の
少
し
う
れ
し
き
籐
筵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

納
沙
布
の
海
を
見
て
来
し
夏
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

自
生
し
て
山
路
色
ど
る
著
莪
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　

田
蛙
の
声
も
肴
の
夕
べ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
　
一

豊
年
を
祈
る
宮
司
や
青
田
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

検
診
の
結
果
い
ま
だ
に
来
ぬ
梅
雨
籠
り
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

三
方
を
零
る
る
神
饌
や
夏
越
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

菊
水
俳
句
会

喜
雨
の
中
あ
へ
て
犬
曳
く
男
た
り
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

一
面
の
田
水
に
そ
よ
ぐ
小
苗
か
な
　
　
　
　
　
　
原
　
か
よ
こ

頬
被
り
女
も
田
植
機
に
乗
り
て
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
松
子

あ
じ
さ
い
の
葉
よ
り
あ
を
あ
を
雨
蛙
　
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

送
迎
車
植
田
の
里
に
分
け
入
り
て
　
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

地
上
に
も
里
の
空
あ
り
田
水
張
る
　
　
　
　
　
　
宮
中
　
康
雄

肥
後
狂
句
会

盆
踊
り
　
浴
衣
の
似
合
う
ひ
と
だ
っ
た
　
　
　
　
高
木
せ
い
や

盆
踊
り
　
む
ご
う
上
手
は
う
ち
の
嫁
　
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

盆
踊
り
　
過
疎
の
青
春
夢
に
出
る
　
　
　
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

と
ぜ
ん
な
か
　
写
真
眺
め
て
話
し
か
け
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

と
ぜ
ん
な
か
　
テ
レ
ビ
相
手
じ
ゃ
物
足
ら
ん
　
　
後
藤
　
撫
子

と
ぜ
ん
な
か
　
何
な
と
趣
味
の
要
る
ご
た
る
　
　
庄
山
　
道
草

て
れ
っ
と
し
て
　
俺
の
嫁
ご
に
ゃ
丁
度
よ
か
　
　
福
永
す
み
れ

て
れ
っ
と
し
て
　
挨
拶
ど
ま
あ
せ
ん
か
い
た
　
　
井
上
り
ん
ど
う

て
れ
っ
と
し
て
　
脇
見
運
転
事
故
の
も
と
　
　
　
瀬
上
　
歌
子

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員

　
　緒
方 

正
雄

図書室
本紹介

　
熱
帯
雨
林
を
流
れ
る
大
河
を
さ
か

の
ぼ
る
旅
。
川
と
と
も
に
生
き
る

人
々
。
珍
し
い
動
植
物
や
昆
虫
、
そ
し

て
先
住
民
族
ダ
ヤ
ク
の
人
々
と
の
出

会
い
。
「
水
の
流
れ
は
、
命
の
流
れ
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
い
う
作

者
の
、
美
し
い
写
真
で
綴
ら
れ
た
ボ

ル
ネ
オ
紀
行
。
親
子
で
楽
し
め
る
一
冊

で
す
。

豊
富
な
水
に
包
ま
れ
た
惑
星
・
地

球
。
身
近
で
忘
れ
が
ち
な
「
水
」
の
、

す
ば
ら
し
く
雄
大
な
は
た
ら
き
を
、

四
季
を
通
し
て
描
き
出
し
ま
す
。

「
水
」
が
地
球
規
模
で
循
環
す
る
様

子
を
、
科
学
的
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
か
ら
、
ぴ
し
ゃ
ん
と
飛
び
出

し
た
水
の
し
ず
く
は
冒
険
の
旅
へ
！

気
温
や
場
所
に
よ
っ
て
変
化
す
る
水

の
不
思
議
を
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し

み
や
す
い
「
し
ず
く
」
を
主
人
公
に
描

い
た
科
学
の
絵
本
で
す
。
48
年
間
読

み
継
が
れ
て
い
る
良
本
で
す
！

マ
リ
ア
・
テ
ル
リ
コ
フ
ス
カ 

著
／
㈱
福
音
館

塚
本

　治
弘 

著
／
㈱
あ
か
ね
書
房

『 

川
を
の
ぼ
っ
て

　森
の
中
へ 

』

『 

し
ず
く
の
ぼ
う
け
ん 

』

『 

科
学
の
ア
ル
バ
ム

　水
〜
め
ぐ
る
水
の
ひ
み
つ
〜
』

今
森

　光
彦 

著
／
㈱
偕
成
社

Message
Card

　限
り
あ
る
水
資
源
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た
め
、
国
は
8
月
1
日
を

「
水
の
日
」
、
8
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

の
1
週
間
を
水
の
週
間
と
定
め
て
い
ま

す
。
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
熊
本
で
す

が
、
ご
家
庭
で
も
今
一
度
、
そ
の
使
い
方

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

中央公民館
だ よ り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
む
し
ろ

  

ノ   

サ
ッ  

プ

　
　
　
　
　
　
　
こ
ぼ
　
　
　
　
　  

み    

け
　
　
　  

な   

ご
し 

さ
い

　

  

き    

う

　
　
　
　
　
　
　い
ま
も
り   

み
つ
ひ
こ

　
　
　
　つ
か
も
と   

は
る
ひ
ろ
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商 品 名
販 売 額
販売総数
販売日時

文
芸
コ
ー
ナ
ー

８月１日（火）から和水町商工会
10％プレミアム付商品券「なごみん」を販売します

10％プレミアム商品券「なごみん」
10,000円（1,000円×11枚綴）
500セット
８月１日（火）午前９時から販売開始　
平日午前９時～午後５時　完売時点で終了

使用期限

販売場所 ①和水町商工会菊水本所　②和水町商工会
三加和支所
窓口で１人当たり３セット、30,000円ま
で購入可能
ただし、予約購入および代理購入は不可
８月１日（火）～12月31日（日）

　　　　問い合わせ先　和水町商工会菊水本所　　☎0968・86・2127
　　　　和水町商工会三加和支所　☎0968・34・2051

人
権
の
窓
15

今
年
の
六
月
四
日
、
「
不
登
校
に
学
ぶ
フ
レ
ン
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
」
主
催
の
講
演
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
者
の
挨
拶
の
中
で
、
「
フ
レ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
、
お
よ
そ
八
十

名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
『
あ
り
が
と
う
不
登

校
』
と
い
う
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
不
登
校
に
は

必
ず
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
あ
り
ま
す
。
不
登
校
が
悪
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
方
に
是
非
届
け
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
不
登
校
経
験
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

個
人
に
合
っ
た
学
習
・
就
労
支
援
に
取
り
組
む
立
花
高

校
（
福
岡
市
）
の
齋
藤
眞
人
校
長
で
し
た
。

初
め
に
、
立
花
高
校
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
三
五

年
前
は
全
校
生
徒
が
三
人
の
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
不
登
校
自
立
支
援
の
学
校
」
を
打
ち
出
し
た
ら
、
七

年
前
に
二
〇
〇
人
を
超
え
、
今
年
は
約
五
〇
〇
人
の
生

徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
立
花
高
校
は
不
登
校
を
解

決
す
る
学
校
で
は
な
く
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
不
登
校
で
い
ら
れ
る
学
校
な
の
で
す
。

次
に
、
一
三
年
間
に
出
会
っ
た
生
徒
た
ち
か
ら
学
ん

で
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
一
年
生
に
、
小
学
校
一
年
か
ら
す
べ
て
不
登

校
の
生
徒
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
立
花
高
校
は
自
分

の
名
前
が
書
け
れ
ば
合
格
で
す
。
「
え
っ
」
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
生
徒
が
一
歩
外
に
出

て
、
高
校
で
学
ぼ
う
と
入
試
の
日
に
ど
れ
だ
け
頑
張
っ

て
登
校
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
見
知
ら
ぬ
友
だ
ち
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
自
分
の
名
前
を
書

い
た
の
か
。
控
室
で
待
っ
て
い
る
そ
の
子
の
お
母
さ
ん

に
、
「
名
前
を
書
き
ま
し
た
よ
」
と
告
げ
る
と
、
お
母

さ
ん
が
思
わ
ず
ハ
ン
カ
チ
で
目
を
覆
わ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
小
さ
な
頑
張
り
に
ど
れ
だ
け
私
た
ち
が

気
づ
い
て
い
る
か
な
の
で
す
。

　

「
先
生
、
私
に
寄
り
添
う
よ
り
お
母
さ
ん
を
励
ま
し

て
」
と
い
う
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ
の
子
の
お
母
さ
ん

は
、
重
度
の
う
つ
病
に
な
ら
れ
、
心
療
内
科
で
一
時
間

泣
き
続
け
ら
れ
、
「
や
っ
と
自
分
も
頑
張
っ
て
い
た
こ

と
と
、
娘
も
き
っ
と
頑
張
っ
て
い
た
ん
だ
と
気
づ
け
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
待
っ
て

る
よ

　も
う
す
ぐ
芽
が
出
る

　気
が
す
る
よ
」
と
い

う
素
敵
な
詩
を
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
方
に
、

子
ど
も
た
ち
に
「
学
校
に
行
か
ん
で
も
あ
ん
た
は
大
事

な
我
が
子
だ
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
ほ
し

い
の
で
す
。

立
花
高
校
で
は
「
で
き
な
い
こ
と
」
を
基
準
に
し
て

考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
週
に
一
回
し
か
学
校
に
来
な
い

子
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
が
、
週
に
一
回
が
ん
ば
っ
て

や
っ
と
く
る
子
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
事
実
は
一
つ

で
、
あ
と
は
大
人
の
解
釈
で
す
。
週
五
日
行
く
こ
と
が

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
と
、
週
に
「
一
日
し
か
」
と

な
り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
を
基
準
に
す
る
と
、
「
一
日
頑

張
っ
て
来
れ
た
ね
」
に
な
る
ん
で
す
。

講
演
会
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
の
で
き
な
い
こ
と
を

嘆
く
よ
り
、
で
き
て
い
る
こ
と
を
先
ず
認
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
私

た
ち
の
発
想
で
あ
り
、
私
た
ち
の
感
じ
方
、
価
値
観
の

中
に
、
「
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
」
に
目
を
向
け
る
心
の
ゆ
と
り
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
先
ず
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
」

短
歌

む
ら
さ
き
の
濃
き
も
淡
き
も
大
輪
の

　
群
れ
咲
く
川
辺
の
肥
後
花
菖
蒲
　
　
　
　
　
　
野
中
　
慶
子

納
屋
貸
し
て
い
つ
も
見
に
行
く
ツ
バ
メ
の
巣

　
成
長
見
守
る
巣
立
ち
の
日
ま
で
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

雨
待
ち
て
萎
び
し
野
菜
に
降
り
出
し
来

　
み
ど
り
生
き
生
き
大
き
な
背
の
び
　
　
　
　
　
荒
木
　
智
子

菲
花
の
可
憐
な
し
ろ
し
ろ
濡
つ
雨

　
梅
雨
の
は
し
り
と
ラ
ジ
オ
の
報
ず
　
　
　
　
　
坂
口
志
げ
子

話
す
こ
と
ひ
と
言
も
な
く
一
日
過
ぎ

　
布
団
に
も
ぐ
り
童
謡
う
た
う
　
　
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

も
ち
の
実
も
南
天
の
実
も
一
つ
な
く

　
首
を
か
し
ぐ
る
裸
木
の
山
鳥
　
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

か
な
し
き
原
俳
句
会

日
焼
せ
し
孫
の
談
話
の
頼
も
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

夏
至
の
日
の
夕
日
眩
し
や
普
賢
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

苦
瓜
の
支
柱
を
立
て
ゝ
蔓
配
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

足
裏
の
少
し
う
れ
し
き
籐
筵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

納
沙
布
の
海
を
見
て
来
し
夏
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

自
生
し
て
山
路
色
ど
る
著
莪
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　

田
蛙
の
声
も
肴
の
夕
べ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
　
一

豊
年
を
祈
る
宮
司
や
青
田
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

検
診
の
結
果
い
ま
だ
に
来
ぬ
梅
雨
籠
り
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

三
方
を
零
る
る
神
饌
や
夏
越
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

菊
水
俳
句
会

喜
雨
の
中
あ
へ
て
犬
曳
く
男
た
り
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

一
面
の
田
水
に
そ
よ
ぐ
小
苗
か
な
　
　
　
　
　
　
原
　
か
よ
こ

頬
被
り
女
も
田
植
機
に
乗
り
て
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
松
子

あ
じ
さ
い
の
葉
よ
り
あ
を
あ
を
雨
蛙
　
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

送
迎
車
植
田
の
里
に
分
け
入
り
て
　
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

地
上
に
も
里
の
空
あ
り
田
水
張
る
　
　
　
　
　
　
宮
中
　
康
雄

肥
後
狂
句
会

盆
踊
り
　
浴
衣
の
似
合
う
ひ
と
だ
っ
た
　
　
　
　
高
木
せ
い
や

盆
踊
り
　
む
ご
う
上
手
は
う
ち
の
嫁
　
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

盆
踊
り
　
過
疎
の
青
春
夢
に
出
る
　
　
　
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

と
ぜ
ん
な
か
　
写
真
眺
め
て
話
し
か
け
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

と
ぜ
ん
な
か
　
テ
レ
ビ
相
手
じ
ゃ
物
足
ら
ん
　
　
後
藤
　
撫
子

と
ぜ
ん
な
か
　
何
な
と
趣
味
の
要
る
ご
た
る
　
　
庄
山
　
道
草

て
れ
っ
と
し
て
　
俺
の
嫁
ご
に
ゃ
丁
度
よ
か
　
　
福
永
す
み
れ

て
れ
っ
と
し
て
　
挨
拶
ど
ま
あ
せ
ん
か
い
た
　
　
井
上
り
ん
ど
う

て
れ
っ
と
し
て
　
脇
見
運
転
事
故
の
も
と
　
　
　
瀬
上
　
歌
子

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員

　
　緒
方 

正
雄

図書室
本紹介

　
熱
帯
雨
林
を
流
れ
る
大
河
を
さ
か

の
ぼ
る
旅
。
川
と
と
も
に
生
き
る

人
々
。
珍
し
い
動
植
物
や
昆
虫
、
そ
し

て
先
住
民
族
ダ
ヤ
ク
の
人
々
と
の
出

会
い
。
「
水
の
流
れ
は
、
命
の
流
れ
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
い
う
作

者
の
、
美
し
い
写
真
で
綴
ら
れ
た
ボ

ル
ネ
オ
紀
行
。
親
子
で
楽
し
め
る
一
冊

で
す
。

豊
富
な
水
に
包
ま
れ
た
惑
星
・
地

球
。
身
近
で
忘
れ
が
ち
な
「
水
」
の
、

す
ば
ら
し
く
雄
大
な
は
た
ら
き
を
、

四
季
を
通
し
て
描
き
出
し
ま
す
。

「
水
」
が
地
球
規
模
で
循
環
す
る
様

子
を
、
科
学
的
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
か
ら
、
ぴ
し
ゃ
ん
と
飛
び
出

し
た
水
の
し
ず
く
は
冒
険
の
旅
へ
！

気
温
や
場
所
に
よ
っ
て
変
化
す
る
水

の
不
思
議
を
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し

み
や
す
い
「
し
ず
く
」
を
主
人
公
に
描

い
た
科
学
の
絵
本
で
す
。
48
年
間
読

み
継
が
れ
て
い
る
良
本
で
す
！

マ
リ
ア
・
テ
ル
リ
コ
フ
ス
カ 

著
／
㈱
福
音
館

塚
本

　治
弘 

著
／
㈱
あ
か
ね
書
房

『 

川
を
の
ぼ
っ
て

　森
の
中
へ 

』

『 

し
ず
く
の
ぼ
う
け
ん 
』

『 

科
学
の
ア
ル
バ
ム

　水
〜
め
ぐ
る
水
の
ひ
み
つ
〜
』

今
森

　光
彦 

著
／
㈱
偕
成
社

Message
Card

　限
り
あ
る
水
資
源
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た
め
、
国
は
8
月
1
日
を

「
水
の
日
」
、
8
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

の
1
週
間
を
水
の
週
間
と
定
め
て
い
ま

す
。
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
熊
本
で
す

が
、
ご
家
庭
で
も
今
一
度
、
そ
の
使
い
方

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

中央公民館
だ よ り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
む
し
ろ

  

ノ   

サ
ッ  

プ

　
　
　
　
　
　
　
こ
ぼ
　
　
　
　
　  

み    
け
　
　
　  

な   

ご
し 

さ
い

　

  

き    

う

　
　
　
　
　
　
　い
ま
も
り   

み
つ
ひ
こ

　
　
　
　つ
か
も
と   

は
る
ひ
ろ
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子育てサークル
ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」
などをとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。    

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシート
が必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、
住民課健康福祉係（34・3111）にお尋ねください。

チャイルドシート
短期間貸し出します

と　き ８月25日(金)　　午前１０時～正午

開設日 毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時

開設日 毎週　火・木・金　※11日（金）は祝日のため、7日（月）に振り替えて開設します。
開設時間 午前10時～正午　午後１時～４時

基本事業①親子の交流　②育児相談　③情報提供　④子育て講座・講習

利用できる人 ０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に携わる人
おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。
※原則として、和水町に住んでいるか働いている人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

利用料 無料

今月のイベント

ところ 中央公民館（１Ｆ和室）
予　約 必要ありませんが、事前にお知らせいただけると助かります。

マンスリーフォトの見本

動く環境教室
紫外線の怖さなどを勉強した後、
紫外線があると色が変わるUVビー
ズストラップを作りました。

紙版画にチャレンジ！!お父さんの
顔が表紙になったクリアファイル
を作ったよ！

菊水分署の方に教わりながら、お母
さんたちも積極的に頑張られました！

父の日プレゼント製作

救命講習

クラフトかごつくり
用木地区のサークルの方より赤
ちゃんグッズ入れのかわいいクラ
フトかごを教えていただきました。

『 親子交流会 』 

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

8月/10日木

「絵本の読み聞かせ」午前
・0歳児から楽しめる内容です。

8月/ 3日木「水遊びおもちゃ作り」午前・午後
・廃品を使って作ります。

「ベビーマッサージ～赤ちゃんのほっぺ～」午後
※午後は、妊婦＆0歳児親子対象のイベントです。
・持ってくる物　バスタオル

9月/ 5日火「英語で遊ぼう」午前

8月/24日木

「マンスリーフォトデー＆誕生祝い」午前・午後
・写真を撮影し、その月の姿を残しませんか。
・身体測定も行います。
☆昼ご飯OKの日☆（午前から午後まで連続して利用できます。）
・一日利用する人はお弁当をお持ちください。(パン屋さんが来ます。)

8月/29日火

8月/22日火「スクラップブッキング」午前・午後
・持ってくる物　使用したい写真、レース、シールなど

月
ピノッキオフレンズ

夢らんど十町へ行こう！

（フリースクール・10時～）

1
火

ピノッキオパーク

水遊びおもちゃを

つくって遊ぼう

2
水

チャプチャプタイム

（10時半～11時15分）

（水着・タオル持参）

3
木

4

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。 自由にご利用ください。 自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

7 チャプチャプタイム

（10時半～11時15分）

（水着・タオル持参）

8 ピノッキオパーク

陶芸教室

（要予約・2日まで）

9 ピノッキオフレンズ
そうめん流し

（南関子どもの丘保育園）
（要予約・4日まで）

10 11

14

山の日

15 16 17 18

21 チャプチャプタイム

（10時半～11時15分）

（水着・タオル持参）

22 ピノッキオパーク

誕生会

（要予約・16日まで）

23 チャプチャプタイム

（10時半～11時15分）

（水着・タオル持参）

24 25

ベビーマミー
おねんねアート

身体測定
（夏の思い出）

28 チャプチャプタイム

（10時半～11時15分）

（水着・タオル持参）

29 ピノッキオパーク

敬老の日プレゼント製作

身体測定

30 チャプチャプタイム

（10時半～11時15分）

（水着・タオル持参）

31

金

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。  

子育てひろば

問い合わせ先　菊水ひまわり園・ピノッキオ　☎0968・86・5655

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）

ピノッキオ

にこにこクラブ
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

母子健康手帳交付
受付場所 本庁健康福祉課

①妊婦本人のマイナンバー（個人番号）がわかるカード
②交付届出人（妊婦など）の本人確認ができる顔写真付きの
身分証明書（運転免許証など）　③印鑑
④妊娠届出書等、妊娠の証明ができる書類（医療機関から受
け取られている場合のみで結構です）
⑤上のお子様の母子健康手帳（※第2子以降の方のみ）

・保健・栄養指導を１時間程度実施しますので、時間に余裕
をもっておいでください。
・日程のご都合の悪い人や総合支所での交付をご希望の人
は、事前にご相談ください。原則、本庁で交付します。

持ってくるもの
受付日時 毎週金曜日　午前９時～11時

そ の 他

和水町立病院休日宿日直医表

休日在宅医

※町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。　
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師
の確認をしてください。

日　　付 日　　直 宿　　直

8月 5日（土） 皮 膚 科 内 科

8月 6日（日） 皮 膚 科 外 科

8月11日（金） 外 科 外 科

8月12日（土） 皮 膚 科 外 科

8月13日（日） 皮 膚 科 内 科

8月19日（土） 皮 膚 科 皮 膚 科

8月20日（日） 皮 膚 科 外 科

8月26日（土） 外 科 外 科

8月27日（日） 外 科 外 科

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

3木

４か月児健診

1火 ２歳児歯科検診29火

17木

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H27年
5月・6月生 9：30～ 保健

センター

３歳児健診10木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H26年
1月・2月生 13：30～ 健康管理

センター

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年4月生 13：30～ 健康管理
センター

２カ月児健康相談5火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年6月生 9：30～ 保健
センター

７カ月児健診7木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年1月生 13：30～ 健康管理
センター

２カ月児健康相談
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年5月生 9：30～ 保健
センター

７カ月児健診
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年12月生 13：30～ 健康管理
センター

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

※次月分は早い時期に実施する２つを載せています。

乳幼児健診

9月

8月

と　　き 病　院　名 連　絡　先

８月 6日（日） 田辺クリニック（南関町） ０９６８・５３・８２１１

８月11日（金） 田尻医院（南関町） ０９６８・５３・００１６

８月13日（日） 和水町立病院 ０９６８・８６・３１０５

８月20日（日） さかき診療所（南関町） ０９６８・５３・１１２５

８月27日（日） 森の里クリニック（和水町） ０９６８・３４・２８００

９月 3日（日） 和水クリニック（和水町） ０９６８・８６・６００１
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手足の神様
「ぴょんすけくん」

　なすは、ナスニンと呼ばれるポリ
フェノールの一種で強い抗酸化作用が
あり、癌や生活習慣病のもとになる活
性酸素を抑える力が強いです。

編集後記

※納期限内には必ず納めましょう！

今月の納期

８月31日（木）まで

町県民税　　　２期
固定資産税　　２期
国民健康保険税　２期
後期高齢者医療保険料　２期

❶なすはヘタを落とし、縦半分に切ってから４～５㎜厚さ
の斜め切りにして塩少々ふる。しばらくおいたら手で軽く
もむようにする。Ａは混ぜ合わせておく。

❷エビは殻をむいて背ワタを除き、塩少々を入れた熱湯で
２～３分ゆでザルに上げる。水気を軽くふき、すぐにＡに
つける。

❸❶のなすの水気をしぼり、❷に加えて混ぜ合わせる。

【作り方】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６本
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10尾

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ４
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ½

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ½

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 適宜

なす
車エビ

酢
ごま油
砂糖
塩
すりごま
豆板醤

塩

【材料（4人分量）】
H23年生まれ（大江田）

パパ   高　士 さん
ママ   梨　紗 さん

いつも明るくて元気いっ
ぱいの遼。
これからもよく遊び、よ
く食べ、元気で優しい子
に育ってね。

H24年生まれ（用木）

パパ   　豊　 さん
ママ   奈　美 さん

いつもニコニコ元気いっ
ぱいの桜大がみんな大好
きです。お兄ちゃん達と
仲良くたくさん遊んでね。

H24年生まれ（下大田黒）

パパ   真　悟 さん
ママ   明日香 さん

マイエプロンとマイ包
丁でお料理のお手伝い
や、お父さんの仕事場
の掃除などお手伝い上
手な杏。
いつもありがとう♥♥

A

人の動き　平成29年６月末日現在（先月比）

人　口 －13）

－14）

１）

－１）

10,411人（前月比 

（前月比

（前月比 

（前月比

男　性 4,903人
女　性 5,508人
世帯数 3,886世帯

出　生 ７人
死　亡 １５人
転　入 １8人
転　出 ２４人

　スリープの後任で、今月号から広報なごみの取材を担当することになりました。
これまでも取材や写真の撮影をすることはありましたが、主担当となるとドキドキ
してしまい、カメラを持つ手も震えてしまいます。
　より良い記事を書くよう、みなさんの話をしっかり聞いて頑張りたいと思います。
　取材へのご協力よろしくお願いします。
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発
行
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アレンジ
旬の物を簡単

な
ご
み

広 報 ポ～ズ！はい

ポ～ズ！はい 写真大募集
　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学前）の
写真を募集します。
❶ 子どもの氏名・ふりがな　❷ 行政区
❸ 保護者の氏名　❹ コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所住民課ま
でお持ちください。
※応募多数の場合は順番での掲載となります。ご了承ください。
問い合わせ先 本庁  まちづくり推進課  企画調整係  ☎0968・86・5721


